
第 6 回グリ下会議 議事要旨 

R6.9.13（金）10:30～11:30 中央区役所７階 703・704 会議室 

 

冒頭、事務局より報道非公開での開催、構成員の欠席・代理出席・オブザーバー参加者の報告を行い、

座長あいさつ。 

【議題１】第５回グリ下会議以降の取組状況 

大阪府南警察署山口構成員より、グリ下が関連している犯罪に関する情報共有（既報道済案件） 

＜意見・質問＞ 

・これまで支援に関する話が多かったが、ミナミのにぎわいが戻る中で依然として「グリ下」は良いイメ

ージではなく、治安やゴミへの対策も必要である。地域で清掃しているが追いつかず、違法駐輪が増え

交通の妨げにもなっている。 

Ｄ×Ｐ今井構成員より、ナイトユースセンター利用者調査状況の中間報告（非公開資料） 

大阪市福祉局近藤構成員より、大阪市とＤ×Ｐでアンケート調査に関する連携協定を９月６日に締結し

た旨報告 

＜意見・質問＞ 

・グリ下に集まらなくするという観点から、ユースセンターの設置で変化はあるか？ 

（今井構成員）橋下に集まるこども・若者は減っているが、全体が増えているかはわからない。グリ下か 

ら離れる事例もあり、改善ケースの分析や支援の有効性判断には時間がかかる。 

・今でもグリ下で未成年と思われる飲酒喫煙を見かける。犯罪の温床を避けるなら封鎖するのがシンプ

ルだが生きづらさを抱える子たちの根本解決にはならない。若者と社会をつなぐしくみ、行政としての

しくみづくりが必要ではないか。 

・SNS の普及で若者へ情報が浸透するのが早く、10 年前では考えられない状況。未成年をターゲットに

するグレーな店舗が増えている印象があり、犯罪に巻き込もうとする大人、店を取り締まり街の風紀を

健全化する必要がある。 

（稲嶺座長）東京都の相談機関で逮捕者が出たがナイトユースセンターでは大丈夫か？ 

（今井構成員）東京都が民間委託により「きみまも」という相談窓口を５月にスタートし、７月に性被害

が発生した。利用者人数が増えると管理しきれないので、上限人数の設定、男女の接触回避等の対策を

行い、社内でも情報収集している。行政からも改善していく知恵があればありがたい。 

（野津構成員）禁止行為を明示しあれば利用禁止にしている。安心できる場所である事が前提。 

大阪市福祉局近藤構成員より、自立支援センター舞洲の運用変更検討に関する説明 

 

【議題２】その他 

次回日程調整について事務局より説明 

 

座長閉会あいさつ 


